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躙 予‐彎薄零琴‐

蒲生婦人会運動会 (昭 和7年 10月 )

鹿児島県林業試験場落成祝賀会 (昭 和4年 7月 )祇園祭り(日召和7年 8月 )

昭
和
７
年
貧
九
≡

じ

１１
　
蒲
生
町
商
工
会
発
足

『

卜

機

蠅

礁

還

写

昭
和
６
年
３
九
二
こ

９
　
満
州
事
変
お
こ
る

‐２
　
金
輸
出
再
禁
止
、
管
理
通
貨
制
へ

〈流
行
語
〉
満
蒙
生
命
線
、
い
い
じ
ゃ
あ
り

ま
せ
ん
か

昭
和
７
年
■
九
二
一
こ

１
　
上
海
事
変
お
こ
る

３
　
「満
州
国
」
の
建
国
宣
言

５
　
五
二
五
事
件
お
こ
る
、
犬
養
毅
首
相

が
青
年
将
校
に
暗
殺
さ
れ
る
（政
党

政
治
の
中
絶
）

〈流
行
語
〉
話
せ
ば
わ
か
る
・間
答
無
用
、

挙
国
一
致

昭
和
８
年
二
九
二
一こ

３
　
国
際
連
盟
よ
り
脱
退

５
　
一示
大
滝
川
事
件
お
こ
る
（学
問
・思

想
の
弾
圧
）

〈流
行
語
〉
非
常
時
、転
向
、
男
装
の
麗
人

町制施行祝賀記念 (昭和3年 11月 18日 )
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蒲生町タク年棚豚

昭和初期の蒲生町役場

コンクリート改修前の蒲生橋 (昭 和10年 頃)昭和初期のハ幡馬場

昭
和
１２
年

■
九
二
七
）

４
　
文

化

勲

章

制

定

、
第

一
回
授

章

式

挙
行

７
　
虜
満
橋
事
件
、
日
中
戦
争
お
こ
る

Ｈ
　
大
本
営
設
置

⌒軍
部
独
裁
体
制
の
確

立
ヽ
日
独
伊
防
共
協
定
調
印

（枢
軸

国
の
連
合
成
る
）

〈流
行
語
〉
馬
鹿
は
死
な
な
き
ゃ
な
お
ら
ね
え

昭
和

１３
年

盆
九
二
八
）

４
　
国
家
総
動
員
法
公
布

（戦
時
統
制
の

強
化
）

９
　
国
民
服
制
定

Ｈ
　
近
衛
首
相

「東
亜
新
秩
序
建
設
」
の

声
明
発
表

〈
流
行
語
〉
対
手
と
せ
ず
、
代
用
品
、
口貝
い

だ
め
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蒲生町多ク年制豚

■

=

]哩贄瞥:

蒲生小学校 (昭 和 16年 )蒲生女子職業学校 (蒲生高等実業女学校)(昭 和 16年 )

昭
和
１８
年
■
九
響
こ

＊
南
国
交
通
、
蒲
生
・鹿
児
島
間
を
走
る

昭
和
１７
年
二
九
四
一
こ

１
　
マ
ニ
ラ
占
領

２
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
占
領

４
　
米
軍
機
、
東
京
・名
古
屋
・神
戸
を
初

空
襲

６
　
ヽヽ
ッヽ
ド
ウ
エ
イ
海
戦

〈流
行
語
〉
非
国
民
、
欲
し
が
り
ま
せ
ん

勝
つ
ま
で
は

昭
和
１８
年

二
九
四
一じ

２
　
日
本
軍
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
撤
退

５
　
ア
ッ
ツ
島
の
日
本
守
備
隊
全
減

１０
　
出
陣
学
徒
壮
行
大
会
、
神
宮
外
苑
競

技
場
で
挙
行

〈
流
行
語
〉
撃

ち

て
し

止

ま

ん

、
玉

砕

、

防
空
頭
巾

膊瀬憔鰐
一
」

ン 1職勒

昭和初期の製糸工場
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蒲生町じレ年型豚

蒲生民謡発表会 (終戦直後 )

昭
和

２‐
年
全
九
四
上０

６
　
士
族
共
有
社
解
散
。
蒲
生
殖
産
の
設
立
。

農
地
改
革
始
ま
る

昭
和
２２
年
全
九
四
七
）
　

　

　

一　
　
　
　
一

５
・
２
　
蒲
生
中
学
校
開
校
式
。
漆
、
西
浦
、
大

山
に
蒲
生
中
学
校
の
分
校
を
置
く

５
・
３
　
新
憲
法
施
行

＊
蒲
生
町
体
育
協
会
発
足
。

自
治
消
防
団
結
成

＝
■
２３
■
全
九
一
一
Ｉ
一・
●
．・　
　
一　
一

４
　
町
立
保
育
所
の
開
所

５
・
５
　
蒲
生
町
農
業
協
同
組
合
設
立
。
曲辰
業

共
済
組
合
発
足

昭
和
２‐
年
■
九
四
六
）

１
　
天
皇
の
人
間
宣
言

３
　
桜
島
大
爆
発
重
（神
集
落
の
八
割
が
埋
没
）

４
　
男
女
平
等
の
総
選
挙
初
実
施

１０
　
第
二
次
農
地
改
革
の
実
施
＝
農
地

改
革
の
徹
底
化

Ｈ
　
日
本
国
憲
法
公
布

⌒
２２
年
５
月
３
日

施
行
）

〈流
行
語
〉
あ
っ
そ
う
、
新
円
、
か
つ
ぎ
屋
、

ご
名
答

雌
■
２２
年
一
一

―
九
四‐〓
■
一
一
．
●
一
一
●
一

ｌ
　
Ｇ
Ｈ
Ｑ
指
令
に
よ
り
二
上
ゼ
ネ
ス
ト

中
止

３
　
教
育
基
本
法
。学
校
教
育
法
公
布

４
　
工↑

三
制
の
新
学
制
実
施
。
労
働
基

準
法
公
布
。

５
　
日
本
国
憲
法
施
行

〈流
行
語
〉
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
、
栄
養
失
調
、

ブ
ギ
ウ
ギ

昭
和
２３
年
■
九
四
八
）

７
　
教
育
委
員
会
法
公
布

１０
　
昭
和
電
工
疑
獄
で
声
田
内
閣
総
辞
職

Ｈ
　
極
東
軍
事
裁
判
判
決
＝
東
条
英
機

ら
１６
人
絞
首
刑

‐２
　
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
経
済
安
定
九
原
則
を
提
示

〈流
行
語
〉
冷
た
い
戦
争
、
て
ん
や
わ
ん
や
、

斜
陽
族
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蒲生町3多年型豚
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町の十字路 (前野呉服店前)(昭 和27年頃 )中原通り(昭和27年 頃)
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史
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５
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